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1.はじめに

パーソナルコンピュータの OSであるMS-DOSの世界では,今,操作の

統一,絵を利用して視覚に訴えることによる使いやすさ,を目指したGUI

(グラフィカル ユーザ インターフェース)の話で持ち切りである｡今年は

じめのMS-Windows(Ver.3)発表以来,巷ではMS-Windows一色の感

があるが,ここではシングルユーザマルチタスクOSのMSOS/2のGUI

であるPM (プレゼンテーションマネージャ)のプログラミング方法を具体

例を通 して述べる｡取り上げた具体例は｢フルスクリーン用プログラムの始動｣

(STARTFUL.EXE)である｡この具体例を取り上げた理由を以下に述べ

る｡ PM用のアプリケーションは手元にほとんどないため ,私がOS/2を利

用するのはPMのプログラミング学習であるが ,その際利用するエディタ ,

コンパイラ ,リンカ ,デバッガ等はPM用のアプリケーションではなくフル

スクリーン用のアプリケーションである｡すなわちPMをアプリケーション
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間の移動中継場所として利用しているわけである｡PM の画面で目的のフル

スクリーン用アプリケーションに移動する場合,一番簡単な方法は目的のアイ

コンをダブルクリックする (マウスボタンをすばやく2回押し離す)ことであ

る｡その際,アプリケーション毎にアイコンが異なっていないと話にならない

わけであるが,残念ながら通常の方法でフルスクリーン用アプリケーションを

始動させると,皆同じアイコンになってしまう｡ しかし幸いなことに ｢ソフト

ウェア開発支援ツール｣には ｢アイコンエディタ｣が添付されており,自分の

好きなようにアイコンを作成できる.あとはアプリケーションとアイコンを対

応させればよいのだが,日本語MSOS/2に添付されているアプリケーショ

ン始動プログラム ｢プログラムの始動｣では対応させることができない｡そこ

でこの ｢プログラムの始動｣の部分機能を持ちアイコンを対応させる ｢フルス

クリーン用プログラムの始動｣(STARTFUL.E支E)を作成した｡

2.PMプログラミング

PM (プレゼンテーションマネージャ)用のプログラムを作成するには次の

ものが必要である｡

(1) Cコンパイラ

(2) ソフトウェア開発支援ツール

(2)にはプログラミングの際にインクルードするヘッダファイル,リンクす

るときに必要なインポー トライブラリOS2.LIB,リソースコンパイラRC.

EXE,アイコンを作るときに利用するICONEDIT.EXE等が含まれている｡

エディタ等を利用して作成しなければならないファイルは,通常,プログラ

ムソースファイル (拡張子.Cを付けておく),モジュ⊥ル定義ファイル (拡張

千.DEFを付けておく),リソース定義ファイル (拡張子.RCを付けておく),

メイクファイル (拡張子なし),ヘッダファイル (拡張子.Hを付けておく),

等である｡

今回作成したファイル (STARTFUL.*)を基にその内容を以下に簡単に

説明する (付録を参照)0
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[モジュール定義ファイル (STARTFULDEF)]

このファイルはリンク時に利用される｡ NAME文でこのプログラムがダイ

ナミックリンクライブラリではなく普通のアプリケーションであることを示

し,名前 (STARTFUL)を定義し,WINDOWAPIでPM用アブリーケ-

ションであることを宣言する0DESCRIPTION文で文字列をEXEファイ

ルに埋め込み,PROTMODE文でプロテクトモード用アプリケーションであ

ることを宣言する｡HEAPSIZE,STACKSIZE文でヒープ,スタックの大

きさを宣言する｡ スタックサイズはPM用アプリケ-ションの場合8キロバ

イトにすることが勧められている｡

[ヘッダファイル (STARTFUL.H)]

プログラムを読みやすくするための定数を定義している｡すなわち,STA

RTFUL.RC,STARTFUL.Cで利用されているメニュー,アイコン,ダイ

アログボックス等を区別する識別子が定義されている｡

[メイクファイル (STARTFUL)]

コマンドラインで

A:>MAKESTARTFUL<CR>

とすることにより日付をチェックしてコンパイル,リンクなどを実行させる

ファイルである｡コンパイラオプション,リンカオプションの意味は次の通り

である｡

/Zp:構造体をなるべく詰めて格納させる

/ASw:スモールモデル,Ds!-SSを指示

/C:コンパイルのみで,リンクは行わない

/G2S:80286用のコードを生成し,関数呼出の際にスタックチェックを

行わない

/W3:最も厳しい警告を生成させる

/align:16:セグメントを16バイ ト境界に並べる
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[リソース定義ファイル (STARTFUL.RC)]

次節で述べる｡

[プログラムソースファイル (STARTFUL.C)]

次節で述べるが,その骨格 (SKELETON.C図.1)についてここで述べ

る｡関数のうちDev,Dos,Winで始まるものはあらかじめ用意されている

MSOS/2のシステム関数である｡SKELETON.CをSTARTFUL.DEF

と同様のモジュール定義ファイルと共にコンパイル,リンクし,実行ファイル

SKELETON.EXEを作り実行させると,中が塵だらけのウィンドウがPM

#define INCL_YIN
♯include くos2.h>

航ESULTCALLBACKClientVndProc(HWNI),USIORT,池PARAM,姫PARA淑),I

intmain(void)
i
staticCHAli szClientClass ="クラス名";
staticI)LONG flFrameFlags-FCF TITLEBARIFCF SYS≠ENU 1

FCF=sIZEBORDER IFi泉_』INM I
FCF_SHELLPOSITION IFCF_TASKLIST;

HAB hab;
HMQ hTnq;
珊ND hwndFrame,hwndClient;
QWSG qmsg;
hab=Winlnitialize(0);
hmq=WinCreate姓sgQueue(hah,0);
WinRegisterClass(hah,szClientClass,C1ientWndProc,OL,0),I
hwndFrame-WinCreateStdYindow(HWNI)_I)ESKTOP,WS_VISIBLE,&flFrameFlags,

szClientClass,NULL,OL,NULL,0,&hwndClient);
YinSendXsg(hwndFrame,VW_SETICON,
YinQuerySysPointer(HVND_I)ESKTOP,SPTRpAl'PICON,FALSE),NIJLL);

while(WinGetXsg(hab,&qmsg,NULL,0,0))
WinDispatchXsg(hab,&qmsg);

WinDestroyYindow(hwndFrame);
Win工)estroy誠sgQueue(hnq);
WinTerminate(hab);
return0;
‡

WRESULTCALLBACKClientYndProc(HWNI)hwnd,USHORTmsg,肝ARAHnpl,MPARA≠mp2)
f
retum WinDefWindowProc(hwnd,msg,mpl,mp2);
)

図.1 プログラムソースファイル (SKELETON.C)
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画面に作成される (図.2参照)｡SKELETON.Cは2つの関数から構成さ

れている｡main関数では最低限次のことを行う｡ウィンドウ作成の下準備

(Winlnitialize,WinCreateMsgQueue,WinRegisterClass),ウィンドウ

の作成(WinCreateStdWindow),メッセージループ (while文のところ),

ウィンドウ破棄の後始末 (WinDestroyWindow,WinDestroyMsgQueue,

WinTerminate)である｡ この SKELETON.Cでは以上の処理に加えて

メッセージループに入る前に,アイコンをシステムから借りてきている｡

もう1つの関数 ClientWndProc(ウィンドウプロシージャと呼ばれる)が

実際上のプログラムの本体である｡ このウィンドウプロシージャにウィン

ドウの動作を記述する｡次節で述べるSTARTFUL.CではこのC1ientWnd

Procに後で述べるような動作を記述 している｡ SKELETON.Cでは何も

せずにただデフォル トのウィンドウプロシージャWinDerWindowProcに

全てを任 しているため,図.2のようにただウィンドウ枠を表示しただけで

仕事は何もしない,ウィンドウ枠内の塵でさえ消去しない｡

図.2 SKELETON.EXEを実行したところ
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図.2をもう少し詳しく見ると,ウィンドウの上部に｢SKELETON.EXE｣

とタイ トルがあり,その左にシステムメニューボックスと呼ばれる真申に

横棒の入った箱があり,右端には下向き矢印 (最小化ボックス),上向き矢

印 (最大化ボックス)がある｡更に,タスクマネージャのウィンドウを見ると

｢SKE工｣ETON.EXE｣がリストに載っている｡ これらを実現させるのはSK

ELETON.Cのmain関数内でウィンドウ作成時に呼び出すWinCreateStd

Window の3番目の引数 flFrameFlagsの FCF_TITLEBAR,FCF

SYSMENU,FCF_MINMAX,FCF_TASKLISTである｡更に,最初

のウィンドウの位置と大きさをシステムに適当に決めてもらい,ウィンドウの

サイズを変更できるようにするために,FCFーSHELLPOSITION,FCF

SIZEBORDERとしている｡ 次節で述べるSTARTFULCはmain関数の

少しの修正と,C1ientWndProcでの仕事の記述が大部分である｡

3.フルスクリーン用プログラムの始動 (STARTFUL.EXE)について

｢はじめに｣の所でも述べたがSTARTFUL.EXEの目的はフルスクリー

ン用アプリケーションをアイコンと対応させて始動させることであるが,これ

は案外簡単で,始動させたいファイル名,必要ならそれへの引数,タイヽル名,

アイコンファイル名等を指定してシステム関数DosStartSessionを呼び出せ

ば良い｡あとはこれをウィンドウ内で操作のしやすいようにプログラムするだ

けである｡ まずMSOS/2に添付している ｢プログラムの始動｣を参考にし

てみる (図.3参照)｡タイトルの下にメニュー(｢プログラム (P)｣,｢グルー

プ (G)｣,｢ヘルプ｣)があり,その下にグループ名,その下に,リストボッ

クスがある｡このリストボックス内で,例えば,マウスでダブルクリックする

と,その時選択されていた項目のプログラムを始動させる｡従って,｢フルス

クリーン用プログラムの始動｣ (STARTFUL.EXE)の外観を同じように

する (図.4参照)｡ 図.4のウィンドウで枠をフレームウィンドウという｡ フ

レームウィンドウの中にシステムメニューボックス,タイトルバー,最小化最

大化ボックスがあり,その下にメニューがあり,その下の部分がクライアント
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図.3 PM に添付されている ｢プログラムの始動｣

図.4 ｢フルスクリーン用プログラムの始動｣を実行 したところ
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ウィンドウである｡ 図.4ではクライアントウィンドウいっぱいにリストボッ

クスが表示されている｡また,STARTFUL.EXEの機能は次のような必要

最小限のものを持たせることにする｡ ｢設定｣メニューから ｢プログラムの追

加,変更,削除｣を選ぶことにより,始動すべきプログラムをリストボックス

へ追加,変更,削除する(図.5-8参照)｡具体的には,STARTFUL.E支E

始動時に図.4のようなリストボックスを作成し,リストに載せるプログラム

をOS2.INIから転記する｡図.4のリストボックスにはすでに4個プログラム

が入っているが, 1番最初の始動時にはOS2.INIにはプログラムリストはな

いので,上の3つはなく初期設定のCMD.EXEだけである｡その後はユーザ

からの入力を待つ｡ ｢CVP (コードビュー)｣ の所にあるカーソルを矢印キー

やマウスで移動し,始動したいプログラムをマウスでダブルクリックするか,

リターンキーを押すことにより選択すると,リストボックスからWM_CON

TROLメッセージが送られるので,選択されたプログラムを調べ,それを始

動させる｡図.4でリストボックスの1番下の項目を選び,｢設定｣メニューを

図.5 ｢設定｣メニューを選んだところ
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図.6 ｢プログラムの追加｣を選んだところ

ta p

; プログラム帽章防 変更してぐだきいo

プログラムのタイトル 巨ルスクリJ/コマンドプロン二

フ7イルのフルパス名 巨os2¥CMD.EKE

プログラムへの'l○ラメータ E

作業ディレクトリ‥= l¥soURCE

アイコンファイルのフ仙○ス名‥. ¥os2¥ⅠCON粁 ULL.ⅠCO

変更(Y) 取消(C)

図.7 ｢プログラムの変更｣を選んだところ
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図.8 ｢プログラムの削除｣を選んだところ

選択 したのが図.5である｡図.5では ｢プログラムの追加,変更,削除,プ

ロフィール,終了｣が選択できる. これら5つのメニュー項目が選択されると

WM_COMMANDメッセージが送られるので,ダイアログボックス等を表

示してその項目に必要な情報をユーザから獲得する｡｢プロフィール (B)｣を

選択すると,図.9のような簡単なプログラムの説明をしたダイアログボック

スを表示させる｡｢終了 (Ⅹ)｣を選択すると,図.10のようなメッセージボッ

クスで動作の確認をする｡｢プログラムの追加 (A)｣を選択すると,図.6の

ようなダイアログボックスを表示する｡1行目のタイトルは図.4のリス トに

表示されるもので,2行目以下はシステム関数DosStartSessionの引数に刺

用される情報である｡｢プログラムの変更 (R)｣を選択すると,図.7のよう

なダイアログボックスを表示する｡｢プログラムの削除 (D)｣を選択すると,

図.8のようなメッセージボックスで確認する.図.4のリストボックスにある

4つのプログラムを始動後,PMの画面へ戻り自分も最小化したのが図.11で

ある｡画面下方の左から4個目から7個目までのアイコンがアイコンエディタ



MSOS/2PMのプログラミングについて 91

図.9 ｢プロフィール｣を選んだところ

図.10 ｢終了｣を選んだところ
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図.11 アイコンを表示させたところ

(ICONEDIT.EXE)で作成して,プログラムの追加の項目 ｢アイコンファ

イルのフルパス名｣で指定したものである｡ 左から3個目のアイコンは ｢プ

ログラムの始動｣でフルスクリーン用アプリケーションを始動した時に現れる

ものである｡

以上の機能を実現するための主な部分がプログラムソースファイル (STA

RTFUL.C),リソース定義ファイル (STARTFUL.RC)である｡

STARTFUL.RCではアイコン,メニュー,ダイアログボックス等の画面

上のスタイル等を定義し,識別子を利用してSTARTFUL.Cで参照可能なよ

うにしている｡ まず POINTER文を利用してSTARTFUL.EXEのアイコ

ン (図.11の左から8個目のアイコン)をID_RESOURCEで参照できるよ

うに定義している｡ ここで startful.icoはICONEDIT.EXEで作成した

ファイルである｡次に,MENU文でメニューを定義しID_RESOURCE

で参照できるようにしている｡ これで,図.4,図.5のようなメニューが出来

上がる｡ 例えば,｢プログラムの追加 (A)｣を選択すると,そのメニュー項目
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を定義しているMENUITEM文に書かれているIDM_ADD_PROGがW

M_COMMANDメッセージの一部としてウィンドウプロシージャ C1ient

WndProcへ送られる｡このメッセージを受け取ったときに必要な処理を行う

わけである｡最後のACCELTABLE文で短縮キー入力を定義しID_RESO

URCEで参照できるようにしている｡例えば,CTRL+A (〈A)とキー入

力すればメニュー項目 ｢プログラムの追加 (A)｣を選択したのと同じ効果 (I

DM_ADD_PROGを含むメッセージの送付)が得 られる｡これらアイコ

ン,メニュー,アクセラレータテーブルはすべて同じ識別子 ID_RESOUR

CEで参照されている｡残りのDl.GTEMPLATE文 で IDD_ABOUT,I

DD_ADD_PROG,IDD_REV_PROG,IDD_INPUT_PARAMの

4個のダイアログボックスの形を定義している｡ DIALOG文で枠のフレーム

ウィンドウを定義し,その中にさらにいくつかのウィンドウを定義している

(CTEXT,LTEXT,ENTRYFIELD)｡例えば,ENTRYFIELDはキー入

力が可能なウィンドウを定義し,｢IDD_...｣はこのウィンドウの識別子で,

その後の数字はこのウィンドウの位置と大きさを表している｡ここでは,日本

語の入力を可能にするためにはフレームウィンドウを定義したDIALOG文

の所にFCF_DBE_APPSTATと指定 しておくだけで良いことに注意す

る｡さて, リソース定義ファイル STARTFUL.RCでメニュー構造,各メ

ニュー項目の識別子,またダイアログボックスの構造,ボタンなどのダイアロ

グボックスに含まれるウィンドウの識別子等を定義したが,これを使って目的

とする処理をプログラムしているのがSTARTFUL.Cである｡

STARTFUL.Cのmain関数はSKELETON.Cのmain関数とほとんど

変わらない｡データの前処理,必要ならプロフィルデータの削除,さらに,終

了時の確認 (図.10)をしている｡図.10のようなメッセージボックスは文字

列,アイコン,ボタンを引数で指定してWinMessageBoxを呼び出すだけで

よい｡SKELETON.Cと大きく違う所はClientWndProcの内容と,この他

に3つのウィンドウプロシージャ (AddRevProgDlgProcは図.6,7のダ

イアログボックスの動作を記述している,AboutDlgProcは図.9のダイア
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ログボックスに対応)があることである｡その他の関数は上記の4つのウィン

ドウプロシージャから呼び出される関数である｡次に,プログラムの主要な部

分を少し詳しく説明する｡

STARTFUL.Cのmain関数内のWinCreateStdWindowで図.4のウィ

ンドウを作成している｡SKELETON.Cと異なり第2引数でWS-VISIBLE

を指定していない｡第3引数でFCF_SHELLPOSITIONの代わりにFCF

MENU,FCF_ICON,FCF_ACCELTABLEを指定している｡第 8

引数でID_RESOURCEと指定している｡第2引数でWS_VISIBLEを指

定するとウィンドウが画面に表示される｡ここではウィンドウ作成中に少し細

工したいので,作成時には非表示とし後(ウィンドウプロシージャC1ientWnd

Procの中)で表示させるようにする｡第3引数でFCF_SHELLPOSITION

を指定しない代わりに後 (ウィンドウプロシージャ中)でウィンドウの位置と

大きさを指定する｡STARTFUL.RCでメニュー,アイコン,アクセラレー

タテーブルを定義したが,これらを実際に組み込むには,第3引数にFCF

MENU,FCF_ICON,FCF_ACCELTABLEを指定し,さらに第 8引

数でこれらの識別子ID_RESOURCEを指定するだけでよい｡

ウィンドウの動作を記述するウィンドウプロシージャは,switch-caseの

構文で他から送付されたメッセージを処理する｡これがメッセージ駆動型のプ

ログラムと呼ばれる由縁で,送付元はシステムであったり,自分自身であった

りする｡また,メッセージの処理中にメッセージの送付も行う場合もある｡図.

4のメニュー ｢設定｣の下の部分(クライアントウィンドウ)の動作を記述する

ウィンドウプロシージャClientWndProcはWM-CREATE,WM_SIZE,

WM-CONTROL,WM_COMMAND,WM_DESTROYの5つのメッ

セージを処理している｡

[WM_CREATE]

WM_CREATEはウィンドウが作成される時に1度だけ送付されるメッ

セージで,ウィンドウの初期化の処理を行う｡ ここではタイトルを日本語で付

ける,タスクマネージャのリストに日本語で載せる,リストボックスを作成す
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る,フレームウィンドウの位置と大きさを決め,可視状態にする,リストボッ

クスにインプットフォーカスを設定する,OS2.INIからリス トボックスに載

せるプログラムリストを読み込み (GetProfileData)セット(SetProgram

List)する,である｡以下でもう少し詳しく説明する｡main関数でウィンド

ウを WinCreateStdWindowで 作成するとき,FCF_TITLEBAR,FCF

TASKLISTを指定するとタイトルが付けられタスクマネージャのリストに

プログラム名が載るが,通常では,これらは ｢STARTFUL.EXE｣となっ

てしまう｡ そこでこれらを ｢フルスクリーン用プログラムの始動｣にするため

に少し工夫する｡FCF_TASKLISTを指定せずにウィンドウを作成する｡

その後フレームウィンドウに日本語のタイトルを設定する (WinSetWindow

Text)｡タスクマネージャのリストに載せるために,必要なパラメータを設定

して,WinAddSwitchEntry関数を呼ぶ｡WinCreateWindow関数でリス

トボックスを作成し,以下識別子 IDL_MYLISTで参照するようにしてい

る｡この時点ではリストボックスの位置と大きさは設定されていない｡後の

WM_SIZEの所で設定する｡main関数でフレームウィンドウを作成したが,

その時にはまだ位置と大きさを決めていなかったし,不可視状態であった｡そ

こでフレームウィンドウの左下が画面の左下から1/4づっの位置にきて,冒

本語のタイトルが丁度入るように大きさを設定し (WinSetwindowPos),可

視状態にする (WinShowWindow)｡矢印キーでカーソルがプログラム間を

移動できるように,インプットフォーカスをリストボックスに設定する (Win

SetFocus)0

[WM_SIZE]

WM_SIZEはウィンドウの大きさが変わった時に送付されるメッセージ

で,ここではすでに作成済みのリストボックスの大きさを修正している (Win

SetWindowPos)｡工夫した注意点はリストボックスの枠を表示させないため

枠の巾の分だけ位置をずらし大きさも大きくしたことである｡

[WM_CONTROL]

このメッセージの送付元がリストボックス (IDL_MYLIST)で,カーソ
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ル位置のプログラムが選択された場合 (LN_ENTER),そのプログラムを

始動させる (StartSession)｡

[WM_COMMAND]

このメッセージがメニュー項目の選択により送付された場合 (IDM_ADD

PROG,IDM_REV_PROG,IDM_DEL_PROG,IDM_ABOUT

の場合),ダイアログボックス等を作成して必要な処理を行う｡ 例えば,｢プロ

グラムの変更 (IDM_REV_PROG)｣に対してはダイアログボックス作成

時 (WinDlgBox)にそのウィンドウプロシージャをAddRevProgDlgProc

(第3引数),その構造をSTARTFUL.RCで識別子 IDD_REV_FROG

で参照可能にしたものにして (第 5引数),処理をダイアログボックスのウィ

ンドウプロシージャに任せている｡

[WM_DESTROY]

このメッセージはウィンドウが破棄される時に送付されるもので,ウィンド

ウの後始末を行う｡ここでは処理途中に獲得したメモリを返却し(MemFree),

タスクマネージャへの登録を破棄する (WinRemoveSwitchEntry)0

ダイアログボックスの動作を記述しているウィンドウプロシージャのうち

AddRevProgDlgProcを説明する｡ このウィンドウプロシージャは図.6,

7の2つのダイアログボックスの処理を行っている｡AddRevProgDlgProc

は3つのメッセージWM_INITDLG,WM_CLOSE,WMーCOMMAND

を処理している｡

[WM_INITDLG]

このメッセージは通常のウィンドウプロシージャのWM_CREATEと同

様にダイアログボックスが作成される時に1度だけ送付されるメッセージであ

る｡ ここでは,まずダイアログボックス内のキー入力を受け付けるENTRY-

FIEI.Dの長さを設定し,さらに｢プログラムの変更(R)｣のダイアログボック

スの場合は現在のプログラムの情報をENTRYFIELDに設定している｡

[WM-CLOSE]

システムメニューボックスの ｢クローズ (C)｣を選択したときに送付され
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るメッセージである｡ ここではWinDismissDlg関数を呼び出してダイアロ

グボックスを破棄している｡

[WM_COMMAND]

ここではこのメッセージの送付元がダイアログボックスの一番下の行にある

｢追加 (変更)｣,｢取消｣の場合だけ処理をしている｡｢追加 (変更)｣の場合,

プログラムのデータをバッファにコピーして,追加 (Insertf'rogram),ま

たは変更 (ReviseProgram)の処理を行う｡｢取消｣の場合はダイアログボッ

クスを破棄する｡

詳しくは述べないが,｢プログラムの追加,変更,削除｣の際にはEXEファイ

ル,およびICOファイルが指定したディレクトリにあるか確認し,ない場合

にはその由を伝え訂正させる｡追加,変更,削除の度にプログラムリストをタ

イトルの1文字目でソートし,その結果をOS2.INI-書き込む｡ 等の処理を

している｡

4.おわりに

PM用のエレガントではないが,少しは実際の役に立っプログラムを作成

したのでその概要の説明を行った｡利用したPMの部品はリストボックスと

ダイアログボックスである｡ ウィンドウプロシージャで処理しているメッセー

ジはまだはんの少しである｡このプログラムの拡張として,ヘルプ機能を付け

る,MSOS/ 2の本領であるマルチスレッド化を行う,等が考えられる｡冗

長と思われるが,付録としてソースプログラムを添付した｡
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付 録
t辛目 暮春手相 H 幸手幸幸****ささ幸手‡**幸手幸柏 手*幸手綿柏 孝幸ii柑 *孝幸ヰ幸手i春*‡書春*幸‡幸1*幸‡孝幸‡ 辛卓**卓卓iH手相 柑 相 手柏 手相 的 手車H H‡書手幸+書‡*幸手‡**ii*手書
****H i*t*i**H iH i*i柏 ii iH *** 綿 i*ii*

*モ ジ ュ ー ル 定 義 フ ァ イ ル (STARTFUL.DPJF)+
*+**iH H H *****ii的 ***相 対 iiH iH H H

NAMESTARTFULWlNDOWAPI
DESCfHPTl0N'SlartProgramForFullScreenMode(C)TsuneyukiNanekata.1991'
PROTMODE
HEAPSIZE 1024
STACKSlZl三 8192
粥 粥 書手手書ヰ純 絹 手書+書幸手柏 *H H H 手相 +H H 相 手H H H H 幸手‡H 相 を書+iH ‡+辛+手書手書I書手書手手相 柑 柏 相 手書手幸H 書+書手春日 +幸*書手*H 相 手手相 手書++相 手

*H は 幸手書手書手相 手手相 H I書手手相 相 手書目 相 手手書的 H H H H H H H 手書H I糾 書手H I相 手寺‡手相 書手H H iH tH H H H H f幸糾 幸H H 手書H H H 柏 手IH t

粥 H i*H liH H i+H H *+H H 約

手ヘッダファイル(STARTFUL.H)辛
車手書柑 ‡書手手相 柑 柏 +H H ‡幸手tH H

#defineV̂uD O /書変 更 不 可 */

#derinctNVALID_PROGR∧札_FILE
#define川VALID｣和RKDTR
Gdefinc川V̂LID_1COJV_FILE_
#defincMEN_ERROR

/書Jr掛事の変更不可 事/
/I連続していること !/

#defincADD_DLG_JITLE~ -プロ グラムの追加廿
#defineREV_DLGJITLE "プロ グラムの変更"
#defineTNPUT_PARAM_TITLE "パラ メータの指定汁

#derinePRG_NUMBElL_MAX 32
#dcfineuiNGTt1 256
#derincPRG_JITLE._』̂X 60

#derinelDL_MyuSTI
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/I(-256*/

#defineIDD_ADD_PROG 20 /*ll鳳事の変 更 不 可 幸/
紬erinelDD_REV_PROG 21 /事連 続 して い る こと ヰ/

#defineIDD_ABOUT 22
#defineIDD_INPUT_PARAM 23

#definefDD⊥PRGJ ETLE 30
#defiTlelDD_PRG_PATHNAME 31
#defineIDI)_PARAMETER 32
gdefineIDD_WORKDIR 33
#defineIDD_FCON_PAT州AME 34
H H 幸手fI‡書手+柏 手事書手++書手柑 +手書H IH 書手++書手ヰHH書手‡糾 書‡iH H II相 手書手書手手相 ++i手相 相 手事手書H H H H HH H書H H H H H H H H 相 *書書手

書手手書手書寺I+IH H 幸手‡手相 柑 ‡幸‡+書‡***H H H 手相 射 手*幸‡+*書手H H 書相 手書相 柏 書*辛**i+幸手+柑 H H H H H HiH H **H iH lH i手書H H 書+手書手相
*H I**H i*+**H H H H iftH

+メイ クフ ァ イ ル (STARTFUL)辛
H fH*iH iH **iH *H H H H

sLartful.obj : startfuL c startfuL h

cl /Zp /ASw /C /C2S /W3 startrul.c

st,artFul.res : starlful.rc startruI.ico startruI.h
rc -r startruI

startruJ.c汀e : startruJ.Obj startruLder
link startful, /align:16. Nut, os2, SLartful
rc -cp 932 slartrul.res

startrul.exe : startrul.res
rc -cp 932 starLrul.res

手書手書ii幸手H I日 章iH H fiH H H i i**相 手書手書幸書手‡書H H H H 手相 手書*+幸HHH H H H H H 手書書手手書相 手書手寺川 柑 *書+手書書相 手H 幸手*事H H H 幸+書手書

+幸書手幸手幸幸手書手手書H H H H H H ‡ヰ++i卓‡書+手相 柑 相 手‡幸手+書柏 手H H H IH H HH +書H IH H H H iH ++H H H ++手書*柏 手H H H ‡書H IH H H H
1H H f*+H IH H H H +村 村 *iH H H +i+

+ リ ソ ー ス 定 義 フ ァ イ ル (STARTFUL RC)I
H H +*H H IH H ++相 対 iiH 絹 ++杓 *I l *

#define fNCL_NLS
#include (os2.h)
#'InClude "startful.h"

POINTER ID_RESOURCE startfu1.ico
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MENU ID_ RESOURCE
i

SUBMENU"設定 ",-1
f

MENUITENl"プログラムの追 加 (IA)… ¥tCTRL+A", Ibm_ ADD_ PROG
M跳U]TEM "プログラムの変 更 (-R)… ¥tCTRL†R", IDM_ REV_ PROS
的ENUITEM "プログラムの削 除(~D)¥tCTRL†D" , ⅠmL_DEL_ PROG
MENUITEM "プロフィール(~B).日 ¥tCTR L十8", lDM- ABOUT
MENU)TENSEPARATOR
MENUIT訓 "終了(~x)".sc_ CLO SE, M･IS⊥ SYSCOMhuND
)

)

DLGTEMPLATEIDD_ABOUT
t
DIALOG",-I.10,10,150,88.,FCF_DLGBORDER
(
CTEXT"STARTFULLEXE",-1,10.64,130,8
CTEXT"フルスクリーン用プログラムの始動",-1,10,48,130,8
1CONID⊥RESOURCE,-1.8,64,0.0
CTEXT"行方常幸 1991",-1,10.32,130,8
DEFPUSHRUTTON"了解(~｢0)".t)lD_OK,50,8,50.16
)
)

DLGTEMPLATEIDD_At)D_FROG
t
t)IALOGADO｣)LG_TITLE,ll,10,10.230.144‥ FCFqDLGBORDERIFCFJ tTl.EB̂RIFCF⊥SYSMENUEFCF_DBE_APPSTA
t
CTEXT{追加するプログラムの情報を入力して下さいO汁,-I.10,128.210.8
LTEXT"プログラムのタイト)V,-1,10,112.80,8
ENTllYFIELD",fDD_PRGJ ITLE,100,112,120,8,ES_』ARG川

ルのフルパス名".ll,10,96,80,8
,IDD P氾G P̂TllNAME.loo,96,120.8,f:S MARGIN

cTr:XT"以下は必要璃 合だ入力してください｡7'.-1.10,両.210,8
LTEXT"プログラムへのJiラjlデ,-1,10.64,80,8
ENTRYFI臥t)",IDD_PARAMETER,100,64,120,8.ES__』ARGIN
LTEXT"作業ディレクトリ‥.∴ -L 10,48,80.8
ENTRYFIELD…,lDD_WORKt)IR.100,48,120.8.ES｣仙RGIN
LTEXT"アイコン77佃のフルパス名../',-1,10.32,80,8
gNTRYFIELD"",1DD LCON PATHMME.100.32.120,8.ES⊥_抑RGZN
DEFPUSHBUTTON"追妬｢ Y)I I)lD_DK,70,8,50.16,WS_GROUP
CONTROL"取消(｢C)".PIT)_CANCEL.140,8,50,16,WC_BUTTON,BS_PUSH8UTTONIWS⊥VJS柑LE
)
)

DLGTEMPLATEIDD_REVJ RO仁
l
t)TALOGREV_PLG_TTTLE, -I,10.10.230.128‥ FCF_DLG80RDERIFCF_JITLEBARIFCF_SYSMENUiFCF-DBE-APPSTAT
l

0
6

1

＼
9
eU

l

nロ

LTEXT"ファイ
ENTRYFTELD"

CTEXT"プログラム情報を変更してくださし
LTEXT'プログラムのタイト)i/7,ll,10,
ENTRYFIELDけ",lDD_PRG_TITLE.100.
LTEXT"ファイルのフルパス名",-1.10,80,

.8
00
0U

1
nU
nU
nU

■00
2
8

0,112,210.8

ES.__加ARGIN

ENTRYFIELD叩,100_PRO_PATffNAME.100,80,120.8,ES｣舶RGIW
LTEXT"プログラムへのJlラメーク',-1,10,64,80,8
ENTRYFIELD'",tDD_PARAMETER.100,64,120,8,ES_MARGIN
LTEXTけ作業ディレクトリ.../,-1.10,48.80,8
ENTRYFIELD"",lDD_』ORKDIR,100.48,120,8.ESIMARGIN
LTt;XT"アイコン77イルのフルパス名.‥",-1,10,32,80,8
ENTRYFIELD"".lt)D ICON PATHNAME.100,32,120,8,ESJuARGIN
DEFPUSllBUTTON"変更T y)FTDTt)_｣)K,70,8,50,16,WS_GROUP
CONTROL"取消(~C)",DID_CANCEL,1LIO.8,50.16.WC_BUTTON,BS_PUSHBUTTONIWS_VISlrlLE
)
)

DLGTEMPL∧TE1Dt)_INPUT_P̂RAM
t
DIALOG川PUL P.4R̂W_TfTLE.-1,10,10,上go,64‥ FCL DLGBORDERIFCF_TiTLEB̂RrFCF_SYS.MENUIT･1CF_DBE_APPSTAT
t
CTEXT….IDD_PRGJ ITLE,10,48.170,8
LTEXT"パラメータ",-1,10,32,40,8
ENTRYFIELD…,lDD PARAMETER.60,32,120.8.ES｣仙RGIN
DEFPUSHBUTTON"始野(｢S)",DID｣汎 35,8.50.16,WS_GROUP
CONTROL"取消r C)",DID_CANCEL,105,8,50,16,WC⊥8UTTON.BSJPuSHBUTTONIWS_VTSIBLE
)
)

ACCELTABLEID_RESOURCE
t
-'A-,TDM_ADD_FROG
"~R~.ID帆｣柑V⊥PROG
カーD",tDM_DEL-PROS
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'' A8", IBM_ ABOUT
)

*H *****f**H H ****H i*iH H H *iH **粥*ii*i*i *iH iH H ***ii*i** * **i***iH iH H iiHH i**ii iH ****iH *絹 iHi+*H *iiH*

*H H i*幸柑 ヰH iネ字書H H H H H *************寺 相 手iH 辛ヰ** ***幸幸手*‡***i柑 *幸手書*幸手**‡さ‡幸手幸手‡書‡*幸手柏 手*粥 **ii*書幸柏 手**H H H 孝幸‡H
H *IH **相 +****H H i+!*H H *******ifi*

*プ ロ グ ラ ム ソ ースフ ァイル (STARTFUL.C)辛
H H i i*寺*手相 H H IH ‡相 手*iiH H H H *‡寸書
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‖一=廿

typedcrstrucL_FULLSESSION
i

C‖AR ‡pDaLa;
US‖ORT DataLength;
C‖AR *ProgranTitie;
C‖AR ‡PathName;
CllAR *Paramctcr:
CĤR 州orkDir;
CllAR HconFileName;
) ドULLSESSION;

typedefstruct
(
CHAR *印pChar;
USllORT Count;
CĤR Char1;
l PLモOCR̂MPROFILED̂T̂;

typedeFstruct
t
C=AR *PgTrIInputs;
USHORT Index;
US110RT Len;
) INPUTPARA批

typeder川PUTPARAMFAR‡PINPUTPARA批

typedefstruct
t
CHAR iEluffer;
USHORT Type;
) ADDREVPAR̂M;

typedef D̂DREVP̂RAMFAR*P̂DDREVPARAM;

MRESULTCALLBACKCHentWndProc(HWND,USll0RT,MPARAM,MP̂R̂M);
MRESULTCALLBACKAddRcvProgDlgProc(l榊ND,USH0RT,MPARAM,.VIP̂R̂M);
MRlISULTĈLLtiACK b̂outDlgProc(llWND,USH0RT,MP̂RAM,MPAR̂M);
MRESUL.TCALLtnCKInputParamDlgProc(llWND,USHOl汀,MPARAM,MP̂luM);

Cll̂R 柏･̂IcmFrcc(PROGluMPROF日,ED̂TA*pProrilcData,Cll̂R*pData);
POOL GctProrHcDala(VOID):
UOOL WritcProrilet)ata(USJLORTuslndex);
COOL SetProgranList(VOID);
USllORT SclcctPosToArrayPos(USll0uTusSelccl);
USH0ltT StartScssion(ln榊Dhwnd.C日̂R*PchWorkRur1.US1101汀BuHLcn,Clt̂R*pchWorktM2,USll0RTLM2Lcn);
USl10RT AddRcvDlgr:rrorMcssagc(JIWNDhlVnd,USJIOl汀usAddOrRev,USH0RTusRcsult);
BOOL Isr,xisl(CLl̂R*pszNanc,USlLORTusAttribute,CHARch);
USl10RT mystrupr(CIIAR*string);
USHORT IsValidProgranData(Cll̂Ii*pchProgramData);
USHORT Memaltoc(C‖AR*pchBurrcr,tJS]10RTusBurLcn,CHARHpAHoc);
VOID MakeFullScssion(FULLSESSIONipFullScssion.CHAR*pszProgranData,USl10RTusDataLcngth);
USJlORT TnscrtProgram(CIĴR+pszBurfer,US‖ORTusBufLen);
USHORT ReviscProgram(SHORTsSelect,CHARヰpsz飢rFer.US110RTusBurLcn);
VOID Delete(USHORTusSelect);
BOOL DeleteProgran(CIIARIpszBur,USl10RTBufLen);

HAB hab;
l珊ND hwndListBox;
CHAR szClientClass -"フルスクリーン用プログラムの始動";

struct

t

BYTE Count;
BYTE StartPos;
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) ProgramCountPos= t1.1);

BYTE abProgramOrderPRG_刈り朋耶R_M̂‡ - fOxFF,OxFF);

CHAR Progranl -"フルスクリーン コマンドプロンプト(CMD.EXE)"

"押OS2¥¥CMD.EXE"

"¥¥〝

FULLSESSIONaFullSessionPRG_NUMt3ER._胡A‡ -
t
NULL.
NULL,
NULL
NULL,
NULL.
NULL.
NULL,
(PCĤR)Programl,
sizcor(Progranl).
"フルスクリーン コマンドプロンプト(CMD.EXE)",
"¥‡OS2¥¥CMD.EXE",

"k .

)

CHAlモ szAppNane -"sTAliTFUL";
CHAR szKeyNameO -"programcountpos";
CHAR szKeyNanel -"abProgramOrder";
CHAR szProgram2 -"0";

PROGRWPROFILEDATA さpProfileData;
CMR szMajnBLIlfer4fLENGTH+PRG_TJTLE｣舶X+6:

CMR *iMenFree(PROGRAMPTtOFILEDATA‡pProfileData.CHAR+pData)
t
if(.IpData)
t
ir(!pProfileData)
returnNULl.;
MenFree((PROGRAMPROFILEDATAキ)pProfileData-)ppChar,NULL);
free(pProrileData);
returnNULL;
)
else
t
CHARHppchTnp;
if(!pProfiZeData)
returnNULL;
ir(pT)atai-pProfileData-)Char)
t
pPrDrileData-〉ppChar≡
MenFrce((PTZOGRAMPROFILEDATA辛)pProfileData-)ppChar.pData);
rettJrn(CHARH)pProrilcData;
I
iF(!(一一(pProfileData-)Count)))
(
ppchTmp-pProrileDala-)ppChar;
free(pProfHcDala);
returnppchTmp;
I
return(CHAR*‡)PProrileData;
)
)

POOL GetProfileData(VOID)
(
USHORT cCount.cSize,cTotalSize;
SHORT slndex;
CHAR *pchTⅡlp;
cCount=sizeof(ProgramCountPos);
WinQueryProrileData(hah,szAppName,szKeyNameO,&ProgramCountPos.&cCount);
if(!ProgramCountPos.Count)
t
ProgramCountPos.StartPos≡1;
ProgranCoLJntPos.Count=1;
returnFALSE;
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I
cCount≡sizeor(abProgramOrder);
winQueryProfileData(Jlat).SZAppName,szKeyNamel.abProglramOrdcr,&cCount);
slndex=ProgramCountPos.StartPos;
cTotalSize≡0;
while(slndex!=OxFlり
(
幸szProgranl=(CHAR)ぐ0'†sIndex);
cSize=0;
winQueryProFileSize(hah,szAppName, szProgram,&cSize);
cTotaJSize+=cSize;
slndex≡abProgramOrderslndex;
)
ir(cTotalSize)
(
if(!(pProfilcData-(PROGR̂MPROFILEJ)ATA+)malloc(cTotalSize†sizcof(pProfHeDatappChar)

†sizeor(pProrileData-)Count))))
returnF肌.SE;
pProfjlcData-〉ppChar-NULL;
pProfileData-〉Coun1-ProgramCountPos.Count;
pchTnp=pProfilcData-)Char;
slndex=ProgramCountPos.StartPos;
ir(shdex≡-OxFF)
ProgramCountPos.StartPos-1;
while(slndex!=OxFF)
(
書sT.Program=(CHAR)('0'†sIndex);
cSize=0;
winQueryProFileSize(hah,sẑppName,szProgram,&cSizc);
cTotalSize≡cSize;
WinQucryProrileData(hah,sẑppNamc, szProgram,pchTrnp.&cTolalSi7.C);
ir(cTotalSize!-cSize)
returnFALSE;
MaheFullSession(&aFullSessionslndex.pchTmp,cSize);
pchTmp+-cTotalSize;
slndex≡abProgramOrdcrsIndex;
l
l
returnTRUE;
)

POOL WriteProfileData(USHORTuslndex)
t
WinWriteProfileDala(hab･szAppName-szKeyNamcO,&ProgramCounlPos･.sizeof(ProgramCountPos));
WinWriteProfileDala(hah,szAppNane.szKcyNanel.abProgramOrder,sIZCOr(abl)rogramOrder));
Iszprogram=(CHAR)('0'†uslndex);
winWriteProfileData(hah,szAppNane,szProgram.aFullSessioEluSlndex_pData,aFullScssionuslndex.DataLength);
returnTRUE;
)

BOOL SetPrograrnList(VOID)
t
SHORT slndex;
CHAR +pszTiIle;
slndex≡ProgramCountPos.StartPos;

whilet(slndex!=OxFF) l
pszTitle-aFullSessionslndex.ProgramTitle;
WinSendMsg(hwndListhx,L札JNSElmTEM,MPFROM2SILORT(LIT_END,D),MPFROMP(ps,LTiHe));
slndex=abProgranOrderslndex;
)

jf(ProgramCountPos.Count)
WinSendMsg(hwndLisITIox,LM_SELECTITEM,NULL,MT)FROMSll0RT(TRUE));
returnTRUE;
)

USltORT SelcctPosToArrayPos(US110RTusSelcct)
t
USltORT uslndex,usCount;
ror(usIndex=ProgranCourltPos.StartPos,usCouJltI0;LJSCount(usSelect;)
t
uslndex=abProgramOrderuslndex;
usCounけ†;
l

returnuslndex;
)

USHORT StartSession(HWNDhwnd,CHARtpchWorkBufl.USHORTusBuflLen,CHAR*PchWorkBuf2.USIIORTusBur2Len)
t
staticSTARTDATA stdata:
INPUTPARAM InputParam;
USHORT uslndex,usSeltCt,uSDisk.cbPath;
ULONG ulDriYes;
CtlAR 坤szTnp,+pszPath;
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P10 pidTmp;
USHORT idSession.usRclurn;
jf(usBuflLen(LENGTH)
returnFALSE;
usSelect-(USHORT)WinSendMsg(hwndListBox,LM UERYSELECTION.NULL,NtjLL);
usJndex-SeJectPDSToArTayPos(usSe】cct);
DosQCurDisk(&usDisk,&ulDrives);
cbPath≡0;
DosQCurDjr(usDjsk,NULL,&cbPath);
if(!(pszPath-malloc(cbPath)))
retLlrnFALSE;
DosQCurDir(usDisk,ps･LPath,&cbPath);
pszT叩 -aFullSessionuslndex.WorkDir;
if(ps7,T帆P0 !-0)
(
ir(ps?.TmpO -≡'¥‡')

i,(鵠 Bir(聖 zTTP)0･OL);
(
DosSc)cctDisk(ps7,TnpO -'@'):
DosChDlr(&psZTnp2,OL).,
)
)
stdata.Length-sizeor(stdala);
stdata.r‡clated=FALSl三;
stdata.FgBg-F̂LSE;
stdata.PgnTitlc-aFullSessionuslndcx.r)｢ogramTHle;
strcpy(PchWorkBuf1I2,aFulJScssionusZndcx.Pat脚ame);
if(PchWorkuur12 -と'¥‡')
l
pchWorkβur10 =(C.1AR)(usDisk†'@');
pchWorkRufll =I:'
sLdata.PgmName≡pchWorkliurl;
‡
else
(
sldala.T'gmNane -aFuHScssjonus!ndcx.PalhName;
)
ps,/,Tnp-strcpy(pchWorkf3uf2,aドUHScssionuslndex.Parameter);
jl((ipszTnp)&&(pszTmp-slrchr(pszTmp.'?I)))
(
印szTmp-0;
JnpuIParam.Jndex=LJSJJldcx:
InputParam.Pgmlnputs=pchWorktiuf2;
InputParan.Len=usBtJf2Lcn;

n‖
nH
n
■rl
(!ⅦinDlgBox(l脚ND_DESKTOP.hwnd,lnpuLParanDlgProc,
returnFALSE;
stdata.PgmlnptJtS≡lnF)LJtParam_Pgmlnputs;
l
else
(
stdata.Pgrnlnputs'=aFullSessionuslndex.Paranetcr;
i

stdata.InheritOpt≡1;
stdata.ScssionTypc=1;
stdala.IconFHc=aFuHScssioFluSIndex.IconFileNane;
usRcturn-DosStartScssion(&stdata,&idScssiorL,&pidTnp);
DosSelcctDisk(usDisk);
DosChDir(pszPath,OL);
rrcc((CLnR*)ps7Jr)ath);
returnusRcLurn:

NUL1.,IDD_lNPUL P̂RAM.(PVOID)&lnputParam))

USHOltT d̂dllcvDlgL:rrorMcssage(ILWNt)hlVnd.US‖ORTus∧ddOrRcv.USl10RTusResult)
I
staticClÎR* pszTiHc2 - i

D̂D_Dl.G_TITLt!.
REV_DJ.G_TITu三
);

staticClLAR* pszllsgLl= (
"プログラムファイル名 の設定が正し
竹作業ディレクトリの設定が正しくあ
巾アイコンフ7イル名 の設定が正しく
hメモリエラーですj");

A
"
卜
･

せ
!
ん

ま
ん
せ

り
せ
ま

あ
ま
り

く
り
あ

rcturnWinMcssagcBox(LIWND_DESKTOP,hwnd,pszMsgusResult-INVALID_PROGRAM_FILE,
pszTitleusAddOrRevIIDD_ADD_FROG,0.MB_OKCANCEL1MB_1CONEXCLAMAT10N)

)

BOOL IsExist(CIl̂ R *pszName, UStlORTusAHribute. C HAR ch)
t

CLL̂ R

Cl肌 R

llDIR

USl10RT

szBufferLENGTH;
ipszTmp;
hdir=lIDIR CREATE
ussearctlCou訂 -I;
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ドILETllNDBUF rindbur 1 ;

pszTnlP - StrCPy(szuurrer, pSZName);

iF ((ps,LTnp 0 !- 'げ ) && .(!((pszTmp1--':') && (pszTnp 2--'¥‡'))))
return FALSE;

ir (usAH ributc = - FILE_ DIRECTORY)

t

USHORT us】nde‡;

for (usIndcx - 0; pszTmp uslndex; uslndex+†);
ir (pszTnp uslndcx - 1 -- '¥¥')
t

pszTmp uslndexI+ = I+I;

pszTmp uslndex = 0;

)

i
cJseir(uslutributc-=FILE_NORMAL)
(
USHORT uslndex;

CllAR cbarTnp言
BOOL fExtenslOn=FALSE;
ror(uslndcx-0;charTmP-PszTmpuslndex;uslndexH)
(
if((charTmp-='*')LI(charTmp--I?'))
returnFALSE;
iF(charTmp--I.')
(
fExLension=TRUE;
brcak;

.1日■
Ht
nHOSne

比
lrHリ
ー
t.I./-
ー

ir (chH 'E')
(

ir(pszTmp ++usIndcx !- 'E')
rcturn lT̂ LSE;

ir(ps,zTmp ++usTndex !- 'x')
return FALStI;

iF(pszTmp H uslndex i- 'E')
rcturn F̂ LSE;

)
elseir (ch =- '1')
(
if(pszTmp H uslndex != 'I')
return FALSR;

if(pszTmp ++usIndex !- 'C')
return FALSE;

if(pszTmp †+uslndex !- '0')
return FALSE;

)

else
returnFALSE;
)

)

else

return TT̂ LSrl;
ir (DosFindl･lirst(pszTrnp. &hdir. usAttribute,findbuf. s izeof(findbuf).&usSearchCount, OL))
t

DosFindClose(hdir);
return lTALSE;
)

else

(

DosFindClose(hdir);
rcturn TRUE:;

)

)

USHORT nystrupr(CLnR‡string)
(
USHORT usl,cngth;
lrYTE ‡str:
For(str-string.usl,cngth=0;*str;strH,usLength+1)
(
lr(((*str)-Ox81)&&(*str(=Ox9F))II((tstr)=OxEO)&&(*str(-OxFC)))
(
if(i(IIstr)-=0)
break;
else
usLengthH;

I

e lse ir ((幸s tr )- 'a')&& (‡str く-'Z'))
*str l-'A'-'a':

)

returnusLength;
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)

US110RT IsVaHdProgramData(CHAR+pchProgramData)
t
CHAR *pszTmp;
ps･/JTmp=pchPrograrnt)ata:
For(;+pszTnp;pszTnpH);
pszTmp†+;
if(日sExisl(pszTmp,FILE_NORMAL,'E'))
returnlNV̂uD_PROGRAM_FILE;
ror(;ipszTmp;pszTnp+I);
++pszTnp;
ror(;tpszTmp;ps･/,Tmp+I);
pszTmp++:
ir(!(*pSZTmp))
returnV̂[.II):
iF(HsL:gist(pszTmp,T･11LL DIRECTORY.‥ ))
returnINVAL】虹_WORKDm;
ror(;*pszTmp;pszTnpH);
ps'lTmp++;
ir(!(‡pszTmp))
returnVALID;
Lf(HsExjsl(pszTmp,FLLL-NOfMAL,'J'))
rehJrnlNVALtD_ICON_FILE;
returnV八日D;
J

USJlOl汀 McmalLoc(C=AR*pchBurrcr,USl10RTusBurLen.CĤRHp̂11oc)
1
1)ROGluMPlt0ド日,liD̂TA *pP｢oriIcDataTmpO;
PmGluMl)ROI･1ILr!DAT〈 tpProrilcDataTnpl;
USllOl汀 usRcturn;
ir(usRcturn-lsValidProgranDaLa(pchTM rcr))
rclurnusllclurn;

Lr(!(pProrLIcDataTnpO-(PROGR̂MPliOlHl･L:D̂TA辛)natloc(usM l,cn+si羊COr(pl'rorilcDataTnpO-)ppChar)
1sIZCOr(pProrilcDataTrnpO-〉Count))))

returnMriM_EliROR;
pProFtleDataTmpO-〉ppChar=NULL;
pProrHcDataTmpO-〉Count-1;
ir(!pProHleData)
f
pProrileDala=pP｢orHeDataTnpO;
i
elsc
(
for(pProrileDataTnpl-pProfileData;pProrileDataTmpl-)ppChar;

pProfileData,Tnpl-(PROGRAMPROFILEDAT̂ 幸)pPrt'filcDataTnp1-〉ppChar);
pProFHeDataTnpl-〉ppChar=(CfLAR手t)pProfileDataTmpO;
)
Ip̂Hoc-pProfilcDataTmpO-)Char:
mencpy(*pAlloc,pchBuffer,usBuFLen);
returnuslieturn;
)

VOID Makef･1ullSession (FULLSESS10N ‡pFullSession, C=A R +pszProgramDa ta, US1101汀 usDataLcrLgth)
(
CLl.･tR ipszTmp;

pドu11Session-〉pDala - pszProgranData;
pLTullSess!on-〉DataLcngLh - usDaLaLcngth;
pFuHSessJOT)-)ProgramTjlJe ≡ pszTnP - PszPm granDala;
rI)r(;*pszTmp; ps7,Trnp+1);
pFullSession-〉PathNamc = ++pszTrnp;
ror(;*pszTmp; ps･LTnp++);
pFuHScss10n-〉r)aranctcr - H pszTmp;
ror(:*pszTnp; pszTmpH );
pITullScssion-)WorkDir - I+ps7,Tmp;
ror(:ips7,TmF); PST/.Tmp++);
pドullScssion-〉IconITilcNane - H ps-/.Tmp;
)

USH01汀 InsertI)rogran(CH州 +pszBurrer,USltORTusBurLcn)
t
Cff̂R +pchTmp;
USHORT usReturn,uslrldex.uslndexPre.uslndexNext.usSelect;
BYTE bTmp;
if(usReturn-Memalloc(pszEMfer,usBufLen,&pchTmp))
returnLJSReturn;

for(uslndex.-0;abProgranOrderuslndex;uslndexI+);
MakeFulJSesslOn(&aFuHSessionuslndex,pchTnp,us凱fLen);
if(ProgramCotJntPos.StartPos== OxFF)
(
usSelect=0;
uslndexPre=0;
ProgramCountPos.StartPos=(BYTE)uslndex;
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abProgranOrdcruslndcx =OxFF;
1
else
l
usSelect=0;
UslndexPre=usJndexNext-ProgramCouETtPos.SlarIPos;
while(TRUE)
(
if(strcnp(aFullSessionuslndex.ProgramTitle,aFullSessionuslndexNext.ProgramTitle)く=0)
break;
usSelecけ†;
uslndexPre=uslndexNext;
uslndexNext≡abProgranOrdcruslndexNext;
if(uslndexNexl≡-OxFLT)
break;
)
if(uslndcxPre-=uslndcxNexl)
t
bTrnpIProgranCountPos.Startr)os;
ProgratnCountPos.SlartPos-(帆TE)uslndex;
abProgranOrdcruslndcx =bTmp;
)
else
t
bTnp=abl)rogramOrdcruslndcxPre;
abl)rograndrdcruslndcxPre =(BYTl三)tJSrndcx;
abProgramOrderuslndex =bTmp;
)
J
WinScndMsg(hwndListuox,LMIJNSI三RTJTF;M.MPFROMSl10I汀(usScLccl),aFullScssionuslndcx.ProgramTiHc);
ir(!ProgramCountPos.CountH)
WinScndMsg(hlIJndLisHiox,LM_Sl:L,r三CTITl:M,MPドl仙tSllORT(0),M川tOiI･1SH0RT(TLiUl三));
WritcProrilcDaLa(uslndcx);
rcturnVAL相,I
I

US110RT RcviscProgran(SllOJtT sSclcct.Cll̂R*pszBurrcr, USl10J汀 usliurLcn)
1

t)clctc(sSclccL);
reLurn lnserLl'rogram(ps･Lllurrcr,USIM I,cn);
)

VOJD DcJcLc(USILORTusScJccl)
(
US‖ORT usDellndcx.usIndex.usltcrnCount;
usDellndex-SelectPosTo∧rrayPos(usSelect);
uslndcx=ProgramCountPos.StarlPos;
if(!(uslndcx-usDeHndex))
t
ProgranCountPos.StartPos-abProgramOrderusDellndex;
)
else
t
ror(;abProgramOrdcruslndex !-(liYTr!)usDcIJndcx;ustndexH);
abProgranOrderuslndcx -abProgranOrdcrusDcIIndcx;
)
abPrograrnOrdcrusDcHndcx -0;
us]tenCount=-[)rog｢anCounLl)os.Count;
mnScndMsg(nI･ndLisHiox.LM_Dl!Ll汀I;lTllM,MT'rTROMSHORT(usSclect),NULl,);
ir(usltemCount〉0)
(
ir(usHcmCount-usSclcctくり
usSelccL:usHcnCounl-I:
WinScn瓜1sg(hvn(lListBox.1.M_Sl三Ll;CTITl:All,MJ)r･110MSllORT(usSclccL),MHTROMSH01汀(TRUlミ));
1
11cm).lrcc(pI〉rorilcOata,aドullScssionusDc‖ndcx.pData);
aドullScssionusDcllndcx.pData:NULL;
Writcl)rorilcDaLa(usDcIIndex);
I

El00L DcJctcProgram(C1.̂RipszDur.LiSHOtlTβurf,cn)
l
stalicCl】̂lモ szMsg -"を削除してよろしいですか?7';
USllORT tJSSc1ect;
usSclect-(USHORT)WinScndMsg(hwndLisLtlox,LM_QUEliYSELL!CTION,NULL,NULL);
tNinScndMsg(hwndLisuiox,LM_QUL:liYITEMTt:XT.Ml)FROM2S110RT(usSclcct.BurLen-sizeof(szMsg)),MPFROMP(pszBur));
strcal(ps･LBur,S･/.Msg);
iF(MBIDIYL:S!-WinMcssagcuox(llWND_DESKTOP,hwndLisltlox,pszBur.szClientClass,0,

MB_YESNO EMu_lCONQUt:STIONIMB_DEFBUTTON2))
rcturnFAl,SE;
Delctc(usSclcct):
returnTRUE;
)
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USH0RT main(Sl10RTargc)
†

staticULONG flFrameFlags=FCFJ ITl.RB̂R 川 F-SYSklIE"¥cL 駄 S閤 冒警 告｡NIFcF謹 選 xE..T肌 E;
Hi･q hnq;
QMSG qmsg;
HWND hwndFrame,hwndClient;
USHORT uslndex,tJSCounI;
CHAR ch;
for(uslndex-0,usCotJnt-0;ch-Programluslndex;usIndex++)
(
if(ch=='I)
t
usCoLLntI+:
if(usCount!=1)
ProgramlusTndex =0;
)
)
hab-Wjnlnitiali･LC(0);
ir(argc)1)t
winWritcProrilcDala(hah.szAppName,NULL,NUL1.,0);
WinTcrninaLc(hah):
relurn1;
)
hmq-WinCreateMsgQueue(hah,0):
WinllcgistcrClass(hah,szClicnlClass.C1ientWndProc,CS_STZr:ru三DluW,0);
hwndFramc-WinCrcatcStdWindow(llWND_DL:SKTOP,0し,&rJFramcド1ags,S7,C1icnlClass,

NULL,OL,NULL,IDJH;SOURCE,&hwndClient);
whilc(TRUE)
(
whilc(WinGcIMsg(hah,&qmsg,NULL.0,0))
WinDispaLchMsg(nab,&qnsg);
ir(MulD-OK--WinMcssagcl】ox(JltVND_Dl三SKTOP,hwndCljcnt,"本当に終了してよろしいですか?",

szClicntClass,0,Mll_｣〕KCANCEL IMl】_ICONQUL:STION))
break;
WinCanccIShutdown(hmq,ド̂LSl三);
I
WinDcstroyWindow(hwndFrame);
WinDcstTOyMsgQueue(hmq);
WinTcrnlnate(hah);
return0;

MRESULTCALLB̂CKClicntWrLdProc(llWNDhwnd,USH0RTnsg,MPARAMmpl,MPARAMmp2)
t
staticHWND hwndFrame;
staticSHORT cxClient,cyCJient.cxBorder,cyBorder;
statit:LONG cxChar,cyChar;
staticSWCNTRL svLCll;
staticHSWITClthswitch;
PID pid;
HDC hdc;
SlLORT cxFLJllScrccn,cyFullScrcen;
D̂DRf:VPARAM AddRcvParam;
switch(msg)
(
casc叩_CREATE:

hBd:嘉 巨…p;…謂昌…アotg琵琶§hy翫 乱 IiJi..鵠 Zi;
hwlldTTrarnc-WinQucryWi詔ow(h前d.QW_PARENT,lll̂LSE);

hv濫 鵠 留 吉tcv髭52:I:gEhr.ay諾訃,aS禁溜 S.1as･S.)i);
swctLhwnd=hwndドramc;
swctLhlI･ndlcon-WinScndMsg(hvndFramc,lIN_QUErlYICON,NULL,NULL):
swctI.hprog-NULL;
swctl.idr)mccss-pid;
swctl.'ldScssiDn=NULl.;
swctLuchVisibHily-SWL_VlSIJILL三;
swcH.rbJump = SWL JUMl)AL3LE;
strcpy(swcH.szSwlitle,szClientClass);
hswitch-WinAddSwitchEntry(&swcH);
hwndいstBox-WinCrcalcWindow(hwnd,WC LISTBOX,…,WS_VISIBLEILS_NOADJUSTPOS.

0.0,5To,hwnd,lWqD_TOP,IDl.｣uYLIST,NULL,NULL)
WinSendMsg(hwndListBox,L岨_DELETEALL,NULL.NULL);
cxFuHScrecn=(SHORT)WinQuerySysValue(珊ND_DESKTOP,SV_CXSCREEN);
cyFtlllScreen≡(SHORT)WinQuerySysValue(l附ID_DESKTOP,SV_CYSCREEN);
cx8Drder=(SHORT)WinQtlerySysValue(IWu)_DESKTOP.SV_CXBORDER);
cyBorder=(StlORT)WinQuerySysValue(HWND_DESKTOP,SV_CY80RE)ER);
WinSc川indowPos(hwndFrame..NULL,cxFullScrcen/4,cyFullScreen/4,

46書(SHORT)cxChar.14書(SHORT)cyChar,S付P_MOVE ISWP_SIZE);
WinShow附ndow(hwndFrame.TRUE);
WinSetFocus(HWND_DESKTOP.hwndListBox);
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GetProfilcDaLa();
SetProgramList();
return0;

case W ⊥ SlZE :

cxClient-SHORTIFRO姐IP(np2);
cyC lient-SHORT2FRO旭tP(np2);
WinSctWindowPos(hwndlJistBox.NUL L , -cxBorder, ～cyBorder, cxClicnt十 2幸cxBord er,cyClient † 2*cyBorder,

S肝IhlOVE I SWPI SIZt:);
return0;
caseWM_CONTROL:
syvitch(SnORTIFRO脚P(mpl))
(
CaseIDL_対YLIST:
switch(S110RT2FROMMP(mpl))
i
cascLN_ENTf:R:
StartSession(hwnd,S･LMainBuffer,2*LLミNGT日.szMainBufferI2tLENGT札 2*uiNGTll);
return0;
breah;
)

break,A
)
break;
casc岬_COhuAND:
AddRcvParam.r3uFrer=S'LMainuurrer;
switch(CO肌IANDMSG(&nsg)-)cnd)
f
caseID虹 ADD_PROG:
ir(ProgramCountPos.Count)l'RG_NUMRElL叫X)
(
WinMcssagcrlox(llWhFD_DESKTOP,hwnd."これ以 Lプログラムを追加できません｡ !",

S･LClicntClass,0,MB｣)K IMB_1CONEXCL̂MJmON);
rcturn0;
〉
d̂dRevParam.Type-lDDI D̂D_FROG;
WinDJgt3ox(llWND_Dr:SKTOP,hwnd, d̂dRevProgDlgProc,NULL.Tt)D_ADD_FROG,(PVOID)&̂ddRevParam);
return0;
casctD札._RL:V_PROG:
iF(!ProgranCountPos.Count)
return0;
AddRevParam.Type-IDD_REV_FROG;
WinDLgBox(llWND_DESKTOP,hwnd.∧ddRevProgDlgProc,NULL IDD_lモLiV_FROG,(PVOID)&̂ddRcvParam);
relurn0;
caseID山L_DEL｣)Ro°:
if(!ProgramCountPos.Count)
rettLrn0;
DeleleProgran(szMainBuffer,2*LENGTH);
return0;
CaseJDM_AZ70UT:
WinDlgBox(11肌D_DESKTOP,hwnd. b̂outDlgProc.NULL,JDt)_AtiOUT,NULL);
return0;
)
break:
caseW｣)EST]モOY:
jl(pProrljcData)
McmFrcc(pProFileData,Nut,L);
WinRcnoveSIVitchEntry(hswitch);
return0;
i
returnWinDerWindowProc(hwnd.msg,mpl,mp2);
)

MlはSU L.T CALLrnCK d̂dRcvProgDlgProc(llWNt)hwnd, US110RT nsg, MP M̂ Mmpl, MPARAM mp2)
t

static USHORT uŝ ddOrRcv;
static SnORT sSclcct:
static PADDRT:VP∧RLW p̂ ddlモcvParam;
slatic CLl̂Tt *pchTmp;
US 】lOL汀 usBurLcn, usRcsuLt, uslndex;
switch (msg)
f

casc WM_ INITt)LG:

pAddRevParam と mp2;

pchTmp = pAddRevParan-〉Burrcr ;
uŝ ddOrRev = pAddRevParan-〉Type;
WinScndDlgltc汀Msg(hwnd. lDD_ PRG_ TITLE. EM_ SETTEXTLIMIT, MPFROM2SH0RT(PRG_ TITLE_ MAX,0), NULL);
WinSendDlgltemMsg(hWnd, ZDD_ PRG_ P T̂HNAME,EM_ SETTEXTLIMrT, MPFROM2SHORT(LENGTH, 0),NULL);
WinSendDlglternMsg(hwnd, lot)⊥ PARAMETER, EM_ SETTEXTLIMIT,MPFROM2S"ORT( LENGTH, 0), NULL);
WinSendDlgtte汀Msg(hwnd. lDD_ WORKDIR, EM_ SETTEXTLIMIT,MPFROM2SH0RT(LENGTH. 0), NULL);
WinSendDlgZtenMsg(hwnd, ZDD_ ZCO札 _PATHNAME. EM_ SETTEXTL川 lT, MPFROM2SHORT(LENGTH,0), NULL) ,.
if (usAddOrRev == IDD_ fZEV_ PROG)
t

sSe】ect - (USIIORT)WinSendMsg(hwE7dList8ox,LM_ QUERySELECTIO札 NULL , NULL).･
uslndex ≡ SelectPosToArrayPos(sSelect) ;
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附nScIDlgltcnTcxt(hlVnd･TOD_PRG_TlTLE･aFullSession.uslndcxIProgramTitlc);
WinSctDlgltcnTcxt(h･nd,】DD_PRG_PlmlN̂ME.aFullSesslOnuSIndcx.PaLhNarne);
lnnSctDlgltcmTcxt(hlVnd,IDD⊥P̂R̂llr:TER,aFullScssionuslndex.Parameter);
WinSctDlgItemText(hwnd,IDDJVORKDIR,aFullSessionuslndex.WorkDir);
WinScIDlgltcnTcxt(hwnd,IDD-ICON_P̂THN̂ME,aFullSessionuslndcx.IconFileNanc);
)
return0;
casel朋_CLOSE::
WinE)ismissDlg(hlVnd,lT̂LSE);
retLlrn0;
caseI即_COA伽AND:
switch(COMM̂NDMSG(&msg)-〉crnd)
(
caseDID_OK:
mnQueryD
pchTmp+-
!pchTmpl+
WirLQueryD
pchTmp+≡
*pchTrnpl+
WinQucryD
pchTmp†=
ipchTrnp+I
WinQucryD
pchTmp†=
fpchTmpll

lgTtemText(hwnd,IDD_PRG_JITLti,PRG_JITLE._胡AX,pchTnlP);
strlen(pchTmp);
=0;
lgItcmText(hwnd,lt)D_T'RG_PATHN州E.LENGTll,pchTmp);
mystrupr(pchTmp);
=0;
lgltenText(hwnd.lDD_P̂MMETER,LENGTILpchTmp);
mystr岬r(pchTmp);
=0;
1gIlemTcxt(hwnd,IDD｣VORKDIR,LL:NGTll,pchTmp);
mystr岬r(pchTmp);
≡∩:

WinQucryDlgItcmTcxt(hwnd,IDD_ICON_PATHN̂ME,LENGTH,pchTmp);
PChT叩†=myStrUpr(pchTmp);
*pchTmF)+1-0;
*pchTnpII-0;
usI】urLcn=pchTrnP-PAddRevParan-〉Burfer;
swilch(us∧ddOrltcv)
t
casc]DD_ADD-I)RO仁:
usl‡csulL=InscrtProgran(p/udRevParam-〉Burfer,usBurLcn);
break;
caseIDD⊥REV_FROG:
uslモcsult=ReviscPrograrn(sSelcct,pAdd)ievParam-)Buffer,ustiurLen);
break;
derault:
WinDismissDLg(hwnd,Lr̂LSE);
return0;
)
if(usResult)
(
ir(MBfD⊥CANCEL--AddRcvDlgErrorMessage(hwnd.UsAddOrRcv,usResult))
t
WinDismissDlg(hwnd.FALSE),･
return0;
)
else
(
sIVitch(usResult)
(
caseINV̂LID｣)ROGRA札_FILE:
WinSetFocus(tlWND_DESKTOP,WinWindowFromID(hwnd,IDD_PRG⊥PATHNAME));
break;
caseTNVALID_｣伯RKD川:
WinSctFocus(川刑D_DL三SKTOP,WinWindowFronID(hwnd,lDD_WORKDIR));
break;
cascINV∧し川_tCON_Fll.E:
WinSctFocus(HWND_DESKTOP,WinWindowFromID(hwnd,IDD_ICON_PATHNAME));
brcak;

)

return 0;
)

)

WinDismissDlg(hlVnd,T RUE);
return 0;

casc DID_ CANCEL:
WinDisnissDlg(hwnd, FllALSE) ;
return 0;
)
break;
)
retlJrnWinDcrDlgProc(hwnd,nsg.mpl,mp2);
)

MRESULTCALLBACK b̂outDlgProc(HWNt)hwnd,USltORTmsg,MP̂RAMmpl,MPARAMrnp2)
(
switch(msg)
(
caseWM_CObMND:
switch(COMMANDMSG(加sg)-〉end)
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(

case DID⊥ DK:
case DID_ CANCEL:
WinDisnisst)1g(hwnd, TRUE);
relurn 0;
J
break;
)
returnWjnDeFDlgProc(hwnd,msg,mpl,mp2);
)

MRESULTCALLB̂CKInputParamDlgProc(rWqDhwFld,USHORTmsg,MPARAMmpl,MPARAMmp2)
(
staticPINPUTPARAM plnputParam;
USHOL汀 us1E7dex,･
switch(msg)
t
caseWM_IMTDLG:
plnputParam=np2;
usIndex=plnputPararn-)Index;
WinScndDlgltenNsg(hwnd,IDD_P̂RAMETT:R,EM_Sf汀TEXTLIMIT,MPFROM2S110RT(LEhTGTH,0).NULL);
WinSctDlglternText(hwnd,lDD_P稚G_TlTLE,aFullScssionuslndex.ProgranTitle);
WinSctDJglternTexL(hwnd,IDD_PARAMETER,plnputParan-)PgnTnputs);
return0;
casel榊_CLOSE:
WinDismissDlg(hwnd,F比SE);
relurn0;
cascW_COMMAND:
swilch(COMMANDMSG(紬sg)-〉cmd)
(
cascDID_OK:
WinQucryDlgltcnTcxL(hwnd,lDD_P∧RAMllTT汎 pInputParan-〉Lcn.plnputParan-)PgnlnF)utS);
WinDisnissDlg(hwnd,TRUE);
return0;
cascDlD⊥ĈNCEL:
WinDismissDlg(hwnd,ド札SE);
return0;
l
break;
I
relurn WinDeFDlgP roc(hwnd.msg,mpl,mp2);
】
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